
みんなの声を政策に!

アップデートをしていきます。

タウンミーティング
まちづくり



四国で一番の

子育て支援

を目指して



２０２３年の合計特殊出生率
（女性１人が一生のうちに産むこどもの数）

国 新居浜市

１．２０ １．６０＜



令和６年度 出生数

６８９人

新居浜市の人口推移

昭和３０年度 出生数

●近年は年１，２００人～１，３００人ずつ減少

●約１０年後には１０万人を切るペース

２，０５５人



スマートシュリンク

「賢く縮む」



●新居浜市女性活躍等推進事業所認証制度
●不妊治療費助成事業
●市外･県外の医療機関等で受診した妊婦への
費用の一部助成

●出産子育て応援給付金（準備中）
●18歳までの医療費無償化

安心して子育てできる環境

成長を支える切れ目ない支援

●学校給食多子世帯支援
●高校・大学入学奨学金制度
●子育て交流施設「すくすく」の設置
●病児・病後児保育

●こども家庭センター“すまいるステーション”
●休日や夜間の診療体制（東予東部３市こども急患センター）
●子育て世代のこころのケア“ココケア”
●ブックスタート・ウッドスタート
●こどものむし歯予防教室



配慮が必要なこどもや家庭への支援

●こども発達支援センター
●あすなろ教室
●５歳児就学相談
●スクールカウンセラー、ハートなんでも相談員、
スクールソーシャルワーカー

発達障害の可能性のある児童・生徒

2012年 ６.５％ 2022年 ８.８％

※文部科学省調査

（通常学級在籍）



こども・子育て複合施設
（仮称）こども・子育て複合施設の完成イメージ



命名書の贈呈 ジブリ風 命名書

アニメーター 近藤勝也氏 デザイン



災害 と 危機管理に

強い街づくり



今後30年内の南海トラフ巨大地震の
発生確率

８０％程度

頻発する風水害
線状降水帯発生回数（全国）

令和５年：23回 令和６年：19回

■新居浜市：最大震度：７
マグニチュード：Ｍ８～９



南海トラフ巨大地震 新被害想定

●愛媛県の死者が最大となるケース（概数）

●愛媛県の被害が最大となるケース（概数）

（令和６年度内閣府公表）

・避難者最大（１週間後）６４万９０００人
（前回比１０万９０００人増）

・ライフライン（県全体）
電気：９割の８９万棟
水道：８割余りの１１０万人

・建物倒壊： ６，５００人（前回比 ９００人減）
・津波 ：１６，０００人（前回比 １１，６００人増）
・火災 ： ９００人（前回比 ２００人増）

合 計 ：２４，０００人（前回比１２，０００人増）

国の報告を受けた 愛媛県の被害想定は 今年度中に発表予定!!



民間企業等との連携
●応援協定締結数 １２８件（令和７年５月末）

能登半島地震（道路の寸断による物流の停滞）

11,961食 29,360食目標

令和６年度までの備蓄数量
令和７年度からの備蓄目標
（５年をかけて整備）

●備蓄の拡充（市の備蓄）

①避難場所の提供
●協定内容 ②食料・日用品などの提供

③復旧工事への協力 など

（例）各店舗における在庫の把握

①食料 約 59,000食（個）
②飲料水約 34,000ℓ
③紙おむつ（子供、大人用）約 36,000枚



住まいの地震対策

補助対象者

●家具等固定及び感震ブレーカーの設置支援

令和６年度まで ： 一定の条件を満たす者
令和７年度から ： 新居浜市の全市民

補助金 １世帯 それぞれ上限１万5,000円



住まいの地震対策
●民間木造住宅耐震診断・耐震改修補助

※昭和56年以前の
木造住宅が対象です

①耐震診断

②耐震設計

③耐震改修工事

派遣方式 自己負担なし

設計費への補助 上限 20 万円 (費用の 2/3 以内)

改修工事への補助 上限 115 万円( 費用の 4/5 以内 )

工事監理への補助 上限 3 万円( 費用の 1/2  以内 )



避難行動要支援者
個別避難計画の作成

地区防災計画の取り組み

避難所ごとの運営マニュアル作成



令和６年１０月末時点

平成23年度～令和６年度

防災士の養成 資格取得を支援（県・市）

新居浜市防災士資格取得者数 ９２７人

愛媛県防災士資格取得者数 ２４,８３５人
全国１位達成！



■４つの防災力強化

南消防庁舎 新築移転

・庁舎機能の強化 ・消防機能の強化

・大規模災害時の強化 ・地域防災力の強化

令和9年度末予定



防災・減災については、行政も努力を重ねるものの、地域防災の主体である市民や事業者等の、
より一層の主体性が必要であり、市民・事業者・地域・行政で、ともに立ち向かって地域の安全
を獲得する必要がある。

自らの命は自らで守る
（意識の更なる醸成）



新たな地域経済の

活性化戦略



にいはま営業本部の新設
市長が先頭に立ちトップセールスを行います。

市政広報テレビ番組の開始
行政が主体となって県内に情報発信を行います。

令和７年４月～



１兆３０１０億円
●製造品出荷額等

四国１位!!

１．５１
●有効求人倍率（令和７年５月）

愛媛県内最高値!!



人材確保に向けた 取組の強化

省人化のための企業のＤＸの推進



住友関係企業との連携深化

提供：住友金属鉱山㈱

住友重機械工業㈱HP抜粋

【概要】

【概要】

2025年末より建設工事に着手、2027年４月より
運用開始予定。新本館の完成により新居浜工場内
に分散している設計部門が集約される。
設備投資額：100億円

車載用二次電池の材料（正極材）を生産する拠
点として2025年５月から本格生産を開始。
設備投資額：400億円

■住友金属鉱山（株）新居浜工場

■住友重機械工業（株）新居浜工場本館



観光資源の魅力発信



●令和６年度のふるさと納税寄付額

４億８，０４８万円
県内第９位



新居浜固有資源のブランド化

『七福芋のブランド化』

●収穫量の増加
●品質の向上
●新たな白芋品種の実証栽培
●販路の開拓



『新居浜ものづくり
ブランド』の強化



あるもの 磨き !!
新居浜には 魅力あるものがたくさん！

ないもの ねだり

より



■㈱アスティス四国の物流拠点新設
■にいはま営業本部の新設
■市政広報テレビ番組放送開始
■出産世帯応援給付金支給事業開始（8月～）
こども一人につき15万円
（親の年齢が36歳以上の世帯は14万9千円）

■小中学校体育館への空調設備設置

就任後の成果



「都市データパック」2025
住みよさランキング

愛媛県１位に‼

四国２位
※１０万人以上都市ランキング（東洋経済新報社調べ）

※生活ガイド.com 全国住み続けたい街ランキング

４

ランキング

順位 住みよさランキング

１位 徳島県 徳島市

２位 新居浜市

３位 愛媛県 今治市

４位 香川県 高松市

５位 香川県 丸亀市



「都市データパック」2025
住みよさランキング

◆安心度 ◆利便度

◆快適度 ◆富裕度

・病床数（人口当たり）
・20～39歳女性人口当たり
0～４歳児数

・大規模小売店店舗面積（人口当たり）

・飲食料品小売事業所数
（可住地面積当たり）

・水道料金 県内１位(市)
・都市公園面積
（都市計画区域人口当たり）

・財政力指数
・納税義務者の所得
（一人当たり）

ランキング（算出指標）




